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第30回記念大会
  コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8時間耐久ロードレース”

2007 QMMF FIM 世界耐久選手権シリーズ第3戦

®

『8tai.com』で最新情報をアップロードいたします
バイク好きはみんな集まれ！
バイク乗りが楽しむイベント
「MOTO MAX」も同時開催
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Challenge for DREAM
ただ一点に向かい、走り続ける人がいる。
それを支える人がいる。
それを観守る人がいる。

灼熱の太陽の下、夢をその手につかむため走り続ける。

表彰台の最上段から見えた夢は熱く、そして大きい。
次なる夢に向かい、人はまた走り出す。

30年の夢の舞台は、数々の主役を生み、ドラマが描かれ、それに人は魅了され続けてきた。
鈴鹿には、熱い夢をもった人々が輝けるフィールドがある。
来たれ！夢追い人よ！！夢に挑戦する君こそが主役だ。

株式会社 モビリティランド　鈴鹿サーキット

1978年にスタートした鈴鹿8時間耐久ロードレースは2007年、30回目を迎える。
今年の コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐は、その集大成としてさらにドラマティックなレース展開が期待されている。
空前の11連覇を目指すホンダ勢、その旗艦ホンダワークスは必勝体制を築き、対するヤマハ、スズキ勢は、全日本ロードレース
での勢いをそのままに、ホンダの偉業阻止へと準備を整える。
さらに、ここ数年で着実にポテンシャルを高め、その力はすでにワークス同等とまで言われるトップコンストラクターの動向にも
注目が集まる。

また、第30回記念大会を彩るスペシャルイベントを開催。ゆかりのあるサプライズゲストを迎え、コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐の
魅力を余すところなく盛り上げる。
過去に4度の8耐制覇の記録を持つ『初代ミスター8耐』ワイン・ガードナー氏や、8耐では1990年に優勝するまで悲劇のヒー
ローと呼ばれた平忠彦氏を始め、8耐を舞台に輝きを放ち、その歴史を築いてきた往年の名ライダーたちが一挙来場。トーク
ショーなどでは世代を超えて、多くの8耐ファンが一つになれる瞬間でもある。

さらに、この第30回記念大会でひとつの節目を迎え、また新たなスタートの幕がきって落とされ、さらなる感動が生まれる8耐の
歴史が始まるのだ。
8耐で勝利した多くのライダーが「目に見えない何かに導かれるようだった」と語る。そう、導いたものは勝利の女神なのかもしれ
ない。8耐は、耐久レースでありながら、スプリントレースと同等のラップタイムが求められる。さらに炎天下となれば、その過酷さ
はこの上ない。ライダーとチームに要求されるものは、一瞬の判断力だ。その一瞬に、ためらってはいけない。大胆かつ繊細に
立ち向かってこそ、勝利の女神の導きがある。

ライダーも、スタッフも、そしてなによりファンのみなさまが輝けるフィールドでありたいと願い続ける、ここ鈴鹿サーキット。
夢の舞台でお会いできることを心より願っております。

”

”
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  コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐開催概要”
（1） 大 会 名 称

（英文表記） 

 併   催

（2） 主   催

（3） 特 別 協 力

（4） 後   援

（5） 大 会 冠 協 賛

（6） 会   場

（7） 開 催 日 程

2007 QMMF FIM 世界耐久選手権シリーズ第3戦
  コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8時間耐久ロードレース 第30回記念大会
2007 QMMF Endurance FIM World Championship Series Round 3

The 30th   Coca-Cola Zero” Suzuka 8hours World Endurance Championship Race

2007 鈴鹿・近畿選手権シリーズ第5戦
鈴鹿4時間耐久ロードレース（ST600）

財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）
株式会社モビリティランド  鈴鹿サーキット

株式会社テレビ朝日
名古屋テレビ放送株式会社（メ～テレ）

文部科学省
三重県・鈴鹿市・鈴鹿商工会議所・鈴鹿市観光協会

コカ・コーラ ゼロ

鈴鹿サーキット 国際レーシングコース（1周／5.821km）
〒510-0295　三重県鈴鹿市稲生町7992　TEL：059-378-1111（代）

2007年 7月26日（木）～7月29日（日）

”

”

※スケジュールは変更になる場合があります。

 7月 26日（木） 特別スポーツ走行
  27日（金） 公式予選
  28日（土） 鈴鹿4時間耐久ロードレース　決勝
   8:30スタート／12:30ゴール

●鈴鹿4時間耐久ロードレース　スケジュール

 7月 26日（木） 特別スポーツ走行／公式練習
  27日（金） 公式予選
  28日（土） 決勝出場チーム フリー走行
   スペシャル・ステージ 「トップ10トライアル」（公式予選）
   コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐前夜祭
  29日（日） コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8時間耐久ロードレース  決勝
   11:30スタート／19:30ゴール

”
”

®

®

®

®
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“ミスター8耐”の名を欲しいままにした、W.ガードナーがM.ドゥーハンとペアを組むと
いうドリームチームで、ガードナーが3回目の優勝を遂げたマシン。

7月29日（日）決勝当日に開催！！
鈴鹿8耐 第30回記念大会
“歴代８耐マシンデモンストレーション走行”
鈴鹿8耐を駆け抜けた珠玉の名車たちのデモンストレーション走行を、8

耐決勝当日に開催予定。そのエキゾーストノートや、走る姿に触れて、8耐の
30年の歴史を感じてみてはいかがだろう。

※イベント内容は変更される場合があります。

写真提供：Honda Collection Hall

■デモンストレーション走行車両（予定）

1981年 優勝マシン／Honda RS1000
#1 （M.ボールドウィン・D.アルダナ組/Honda France）
CB900をベースにした、RCBの流れを汲むワークスマシン。
M.ボールドウィンはこの年の優勝も含め、3度の8耐優勝を果たしている。

1980年 優勝マシン／SUZUKI GS1000
#12 （W.クーリー・G.クロスビー組/ヨシムラR&D）
8耐初年度に優勝したヨシムラが、翌年は惜しくもリタイア。
雪辱をかけた80年に見事優勝を果たしたマシン

1991年 優勝マシン／Honda RVF750
#11 （W.ガードナー/M.ドゥーハン組/OKI HONDA RT）

30th Anniversary-2

1978年に第1回大会が開催された鈴鹿8耐。今年、第30回の記念大会
を迎えるが、この鈴鹿8耐で“ミスター8耐”の異名をとるライダーがいた。そう、
それが今年の記念大会に来日するワイン・ガードナーだ。
ガードナーが鈴鹿8耐に初出場したのは1981年の第4回大会で、現在も
鈴鹿8耐に出場するモリワキ・レーシングからの参戦。当時は無名のガード
ナーだったが、その名が轟きわたったのは予選でのことだった。前年のポー
ルポジション・タイム2分17秒62（グレーム・クロスビー／スズキGS1000）を
大きく上回る2分14秒76を記録したガードナーは堂々のポールポジションを
獲得。決勝レースでは、キック始動方式のマシンであったためにスタートでは
出遅れるが、その後の鬼気迫る追い上げは、観衆の目を釘付けにした。
結果、レースはリタイアに終わってしまったが、このオーストラリア出身の

ニュー・ヒーローは、鈴鹿8耐での活躍によって、世界GPの500ccクラス（現
在のMotoGPクラス）参戦の道を押し開いたのである。
その後、ホンダのエースライダーとしての地位を確立したガードナーだっ

たが、世界のトップカテゴリーを闘いながら、鈴鹿8耐のファンにもその勇姿
を見せ続けた。そして1992年の第15回大会を迎える直前、ガードナーは「今
年限りで鈴鹿8耐を引退する」と宣言。現役引退宣言はよくある話だが、特
定レースの引退宣言は前代未聞。しかし、「この過酷な鈴鹿8耐で優勝を目
指すには、肉体的にも精神的にも厳しくなった」と語り、ガードナーの鈴鹿8
耐に対する敬意の表れとも言うべき引退宣言であった。
そしてガードナーは、鈴鹿8耐引退レースで見事に優勝。まさに有終の美

を飾ることになったわけだが、5度のポールポジション・タイムを記録（81年、
84年、86年、87年、89年）し、4度の優勝（85年、86年、91年、92年）経験か
ら、ミスター8耐の異名をとった。近年では、宇川徹が2005年に最多勝となる
5勝目を記録して二代目ミスター8耐と呼ばれるようになったが、ガードナー
の記憶と記録は、鈴鹿8耐黎明期から発展期における絶対ヒーローとして、
多くのファンに語り継がれているのである。
その初代ミスター8耐のガードナーが、第30回記念大会に大会特別ゲス

トとして来場。ホンダの鈴鹿8耐優勝マシンに乗って、15年ぶりに鈴鹿サー
キットをデモ走行、さらにオープニングセレモニーや前夜祭のトークショーな
ど、さまざまイベントにも参加予定。ガードナー世代のファンには見逃せない
ものとなるのはもちろん、鈴鹿8耐の伝説ライダーとしてガードナーを知る世
代にとっては、そのスーパーヒーローに接する絶好のチャンスとなる。

ワイン・ガードナー氏

ミスター8耐、ワイン・ガードナー氏が
大会特別ゲストとして来場決定!!
デモ走行およびオープニングセレモニー、
前夜祭イベントにも参加!!

30th Anniversary-1

ワイン・
ガードナ

ー氏

デモ走
行車両
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※イベント内容は変更される場合があります。 ※先行予約販売にお申し込みいただいた方には、予約特典がつきます。
※一般販売の取扱店については、後日鈴鹿サーキット公式ホームページにてご案内します。

鈴鹿8耐。その30年の歩みとバイクや世相を加
えたヒストリーを興味深く紹介する特別企画展示
です。30回大会記念イベントとして、その歴史を、
バイクや映像、写真、音楽などによりご紹介してい
きます。
また、ファンのみなさまから、8耐にまつわる思い
出メッセージをインターネットで募集し、この特別展
と連動してご紹介することなども予定しています。

■ 歴代参戦マシン展示
歴代の優勝マシンに加え、ファンの記憶に残る思い出のマシンを一同に展
示します。
1978 #7 ヤマハTZ750D
1978 #2 スズキGS1000（レプリカ）
1980 #12 スズキGS1000
1983 #3 ホンダ RS850R
1990 #21 ヤマハYZF750
1992 #11 ホンダ RVF750
1993 #1 カワサキZXR-7
1994 #11 ホンダ RVF／RC45
1997 #33 ホンダ RVF／RC45
2003 #71 ホンダ VTR1000SPW
2004 #33 ホンダ CB1300SF

～バイクと夢とドラマ～
鈴鹿8耐 30年特別展

30th Anniversary-3

※切手の写真はイメージです。

※6月26日（火）より、鈴鹿サーキットホームページにて予約受付を開始します。
※商品のお引渡しは、鈴鹿8耐開催中の会場にて、予約受付の返信メールをプリン
トアウトしたものをご提示いただき、現金もしくはクレジットカードにてお支払いの
上、引き換えとなります。

※ホームページからの予約販売でご購入された方には、第30回大会特製ピンズ
（非売品）をプレゼント。
※限定数（1,000部）に達し次第、販売を終了いたします。
※予約販売で限定数に達しなかった場合のみ、鈴鹿8耐会場での現地販売を実施
いたします。

第30回大会を迎える鈴鹿8耐の過去のレースを振り返る記念切手を
1000部限定発売。80円切手10枚に各年代の優勝マシンが描かれた切手
シートは、豪華ハードカバーフォルダに収納。フォルダにも思い出に残るシー
ン多数。第30回大会の記念に相応しい逸品です。

■価格／3,600円（1部・税込）

30th Anniversary-4

■鈴鹿8耐30回記念DVDボックス「鈴鹿8耐伝説」
1978年の第1回から2007年の第30回大会の毎年のレースをハイライト映像
で綴る「鈴鹿8耐伝説」。8耐ファン必見のコレクターズエディション発売決定!
◎商品内容 : 8耐30年間のハイライト映像DVD 6巻セット
◎販売予価 : ¥25,000（税別）
◎先行予約販売 : 2007年7月1日（日）～9月19日（水）
（鈴鹿サーキット公式ホームページほか）
◎一般販売開始 : 2007年9月20日（木）

30th Anniversary-5

■ プレイバック鈴鹿8耐
29年間の懐かしい映像や8耐プログラムなど思い出のシーンが蘇ります。

■ 鈴鹿8耐写真展
カメラのレンズが捉えた一瞬でつづる鈴鹿8耐29年間の歴史、第1回大会
から第29回大会までの心に残る「優勝シーン」29点を始め、記憶に残る名
マシン、名選手、名チームなどのフォトショット、当時の風景写真などをご覧
いただけます。　　　　　　　　　●協力：JRPA（日本レース写真家協会）

■ イラスト展
人気イラストレーター「東本昌平」氏のイラスト
を一同に集め展示します。70年代、80年代の
ファッションや市販バイクをイラストの世界で
もお楽しみいただけます。

■第30回 2007 コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐公式DVD
2007年の コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐のハイライトシーンを網羅した公式
DVD発売決定!
◎商品内容: 2007 8耐予選・決勝レースのハイライト映像（約120分）
◎販売予価: ¥4,000（税別）
◎先行予約販売 : 2007年7月26日（木）～29日（日）（園内ショップ「サーキットプラザ」）
2007年7月30日（月）～9月19日（水）（鈴鹿サーキット公式ホームページほか）
◎一般販売開始 : 2007年9月20日（木）

”
”

鈴鹿８耐ファン必見のDVDソフトを2種類発売！
鈴鹿8耐30回記念DVDボックス「鈴鹿8耐伝説」
2007 コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8耐公式DVD” ®

コカ・コーラ ゼロ”鈴鹿8時間耐久ロードレース
第30回大会 記念切手シートの発売
” ®

●協力：ミスターバイクBG・RIDE（モーターマガジン社）


